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１　災害を受けた者

Ａ県Ｂ市消防団員（56歳）

2　職業

会社社長

3　災害発生日

平成19年6月17日

4　傷病名

左鎖骨骨折、左肩関節脱臼、左足関節挫傷、

左臀部挫傷、左頭部挫創

5　災害発生状況

火災現場に自転車で向かう途中、交差点に

おいて左方向から進入してきたバイクと衝突

し、負傷したもの。

6　参考

後遺障害に係る治療担当医師の所見は、以

下のとおり。

（1） 主訴及び自覚症状

左肩疼痛・運動障害

（2） 他覚症状及び諸検査成績

肩関節可動域制限あり。

【説　明】

本件障害については、「障害等級の決定につい

て」（昭和51年12月24日消防消第153号）に

基づき、障害の部位・程度から、次の障害のい

ずれに該当するかを判断した。

①機能障害について

左肩関節の機能障害については、「肩関節の

主要運動である屈曲及び外転・内転のいずれ

か一方が健側の関節可動域角度の4分の3以

下に制限されている」と認められた場合、関

節の機能障害と判断することとなっている。

これを本事案についてみると、屈曲88.9%、

外転・内転は88.9%となり、いずれも健側と

比して患側である左肩の運動可能領域が4分

の3以下に制限された状態にはなく、また、

関節可動域制限が4分の3をわずかに（5度）

上回る場合、参考運動の関節可動域が4分の

3以下に制限されていれば、関節の機能障害

と判断することとなるが、これを本事案に当

てはめると、屈曲140度、外転・内転140度

肩・運動方向 右自動 左自動 右他動 左他動 制限
屈曲（主要） 180° 150° 180° 160° 88.9%
伸展（参考） 50° 30° 50° 40° 80.0%
外転（主要） 180° 150° 180° 160°

88.9%
内転（主要） 0° 0° 0° 0°
外旋（参考） 60° 30° 60° 40°

71.4%
内旋（参考） 80° 50° 80° 60°

左胸鎖関節部の膨張・変形あり。左棘上筋の萎縮、左肩関節の疼痛・運動障害

自転車で出動途中バイクと衝突し負傷した事案の後遺障害
（第14級第9号）

（災害補償課）
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ダニエル・カールの

消防団聞 きたい！
ダニエル・カールの

消防団聞 きたい！

況なのに、なんでこんなに冷静でいられるんだ

ろう？」と。けっこう世界的に評判になったん

ですよね。もちろん、中にはそうでない人もい

るのですが、周りが冷静だったらそのうちに落

ち着いてくるんですよね。

「ストップ、ドロップアンドロール」はとても

大事なことです。実際に体に火が付いていると

きにはそりゃ興奮しますよ、誰だってね。いい

ことを子供たちに教えているんですね。

藤野部長 　「おかしも」という言葉もあるん
です。「押さない、駆けない、喋らない」、あとは

危ないので絶対「戻らない」ということを、紙芝

居形式で教えています。

最後に
ダニエル 　ところで皆さんは、どうして消
防団員になりたいと思ったのですか。

金濱副団長 　私は父も消防団員でして、私で2
代目なんですね。で、私の息子も入っておりま

して。親子3代消防団員なんです。消防団員とし

て地域の中で活動する父親の姿をみていて、「こ

れはいいな」と思って。父が退団になった後、自

ら進んで入団しました。

櫻田副団長 　私は、先輩方に勧誘されて入団
しました。入団してみると、「消防団」として使

命を受けると「黙っていられない」というか「人

のためにやらねばならない」という気持ちが強

くなって今に至っています。

藤野部長 　私の場合は父が消防団員だった
んです。弟がいるのですが、小さい頃から、よく

父は、「父さんの後を継げ」と弟に言わないで私

によく言っていて（笑）。でも、「これからは女の

時代だぞ」という言葉が常に耳に残っていて、

両親も弱かったし、祖母もよく救急車のお世話

になっていたこともあって「なにかお返しがし

たい」ということもあって入りました。根室市

の安全を考えて、平和な町であるために女性が

できることをしたいなと、小さいお子様からお

じいちゃんおばあちゃんまで触れ合ってこれか

らもがんばっていきたいと思っています。

ダニエル 　団長、最後に一言お願いします。

坂江団長 　消防団は地域防災の要ですが、
全国的にみると、団員数が年々減少しています。

そんな中で、根室市の消防団においては、現在、

欠員は3名となっておりますので、大きな支障

がなく団の活動ができています。消防団と地域

の皆さんと一緒になって防災・減災に取り組ん

でおります。また入団勧誘につきましても、各

御家庭や事業所などから、いろいろ御理解・御

協力をいただいております。ぜひ消防団と地域

の皆さんで一丸となって地域防災の要となって

活躍していきたいと思っております。

ダニエル 　皆さん、ありがとうございました。

対談を終えて
先日、東京のほうで大きな地震がありました

が、その度に、「えっ、もしかして？」となるの

で、関東でも意識が高くなってきているのを感

じます。東北は言うまでもないですし、今回お

話を聞いて北海道も負けてないなあと思いまし

た。講演会でよく西日本に行ってボランティア

の話などをいろいろするのですが、全国各地で

意識が強くなってきているのを感じます。

われわれ東北日本のみんなが皆さんの参考と

なるようないい例をみせていかなくてはならな

いですよね。

根室市消防団員の皆さんのいっそうの御活躍

をお祈りします。（ダニエル・カール）
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災害補償課　診断書料について

公務災害の認定のための診断書料については、このたび、改正通知によ
り基金の支払対象となったとのことですが、この改正により、認定時に
傷病名を確認するため医師に診断書を求めなければならなくなったので
すか。
また、当該診断書料について、どのように基金に請求すればよいでしょ
うか。

Q

A 当基金では、療養費用算定基準細目（昭和63年9月1日消基発第305号）の一部

を改正し、市町村の公務災害の認定のための診断書料について、平成27年4月1日

以後に発生し公務上と認定された災害に係るものから、１通5,000円の範囲内で、

当基金の支払対象とすることとしました。

この改正は、市町村が公務災害の認定を行う際に医師の診断書の提出を求める場合が多

く、当該診断書料を市町村が負担している場合が多いと聞いていたことによるものです。加

えて、市町村からは、当該診断書料を基金の支払対象にしてほしいとの要望があり、現に療

養補償費に含めて請求される例もありました。

つまり、今回の改正は、市町村の金銭的な負担を軽減することを目的としています。した

がって、認定時に傷病名を確認するため医師に診断書を求めなければならなくなったとい

うことではありません。

次に、当該診断書料の請求方法については、初回の損害補償費の請求時、1号紙　診療費

請求明細書（病院・診療所用）の「イ　診療報酬点数表により計算できないもの」欄に「認定

のための診断書料　○○○○円」と医療機関に記載してもらい、併せて当該診断書の写し

（原本証明は不要）を添付ください。

なお、被災者の病気休暇届に添付するものなど他の目的に使用する診断書については、こ

れまでどおり支払対象とはしていません。したがって、請求においては必ず「認定のための」

という文言を記載してもらうよう留意ください。

39広報　消防基金　平成27年7月　No.196

Q & AQ & AQ A認  定  事  例認  定  事  例

以下である場合となり、これにも該当しない。

したがって、左肩関節の機能障害について

は障害等級には該当しないものと判断した。

②変形障害について

左胸鎖関節部の変形障害については、「裸

体となったとき変形が明らかにわかる程度の

もの」と認められた場合（「したがって、その

変形がエックス線写真等によって、初めて発

見し得る程度のものは該当しない。」）、鎖骨

の変形障害として判断することとなっている

が、左胸鎖骨の変形の程度は、エックス線写

真でもはっきりと確認できないほどのごく軽

度のものであるとの医学的所見を得ているた

め、左胸鎖関節の変形障害については障害等

級には該当しないものと判断した。

③神経系統の機能障害について

左肩部の疼痛による感覚障害については、

医学的に「受傷部位にほとんど常時疼痛を残

すもの」と認められた場合、神経障害として

判断することとなっている。これを本事案に

ついてみると、「左肩鎖関節の変形治ゆ及び左

胸鎖関節の亜脱臼が原因となって肩の神経を

圧迫して疼痛を発生させていることが他覚的

に認められる」との医学的所見を得ているこ

とから、神経障害に該当するものと判断した。

また、その障害の程度であるが、「強度の疼

痛であるとまでは考えられない」との医学的

所見を得ており、かつ、「通常生活上及び通常

業務において特段の支障はない」との調査報

告を受けていることから、「通常の労務に服す

ることはできるが、受傷部位にほとんど常時

疼痛を残す」状態であると判断し、障害等級

第14級第9号「局部に神経症状を残すもの」

に該当するものと判断した。
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